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　沼宮内公民館の手づくり講習会「門松
づくり」は昨年の 12月 25 日、同公民館
で行われ、参加者は新たな年の幸福を願
いながら門松を制作しました。
（12月 25日、沼宮内公民館）

豊作豊作と幸せ幸せ呼ぶ
門松門松に新年の願い込め
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紙面で見る紙面で見る
平成 30年の町の出来事平成 30年の町の出来事
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１
月
１
日

　
　
　

７
日

　
　
　

７
日

▽
２
月
９
日

　
　

〜
18
日

　
　
　

13
日

▽
３
月
13
日

　
　

〜
20
日

　
　
　

22
日

　
　
　

24
日

▽
４
月
５
日

　
　

〜
６
日

　
　
　

29
日

▽
５
月
20
日

　
　
　

28
日

恒
例
の
町
元
旦
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
、３
６
０
人
が
新
年
の
健
康
を
願

い
走
り
初
め（
沼
宮
内
地
区
）

町
消
防
出
初
式
で
消
防
団
員
ら
約
５
０
０

人
が
参
加（
役
場
駐
車
場
）

町
成
人
式
開
催
。
新
成
人
１
４
６
人
の
門

出
を
祝
う（
プ
ラ
ザ
あ
い
）

い
わ
て
ま
ち
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
８
冬
の
花
畑
を
開
催
。
屋
外
展
示

場
に
約
６
万
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置（
石
神
の
丘
美
術
館
）

〝
挑
戦
す
る
〞ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
。
町
ふ
る
さ
と
大
使
の
皆
川
芳
嗣
さ

ん
が
農
業
の
魅
力
と
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
可
能
性
に
つ
い
て
講
演（
プ
ラ
ザ
あ
い
）

町
内
小
中
学
校
で
卒
業
式
。
希
望
を
胸
に

２
３
２
人
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

北
山
形
児
童
館
が
閉
館
。
47
年
間
で

５
７
４
人
が
通
っ
た
歴
史
に
幕（
北
山
形

児
童
館
）

水
堀
小
が
１
２
７
年
の
長
い
歴
史
に
終
止

符
を
打
ち
、３
６
８
５
人
の
卒
業
生
を
輩

出
し
閉
校
。
記
念
式
典
と
思
い
出
を
語
る

会
を
開
催（
水
堀
小
）

町
内
６
つ
の
小
中
学
校
で
入
学
式
。

１
７
３
人
が
新
た
な
学
校
生
活
を
開
始

春
の
叙
勲
で
、民
部
田
松
男
さ
ん（
81
）＝

川
原
木
＝
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

任
期
満
了
に
伴
う
岩
手
町
長
選
挙
が
行
わ

れ
、佐
々
木
光
司
町
長
が
初
当
選
。
第
７

代
岩
手
町
長
と
し
て
新
た
に
町
政
を
担
う

長
年
、町
の
特
別
職
を
務
め
、町
勢
の
発
展

に
寄
与
し
た
６
人
が
町
顕
彰
表
彰
を
受
賞

▽
６
月
２
日

３
日

　
　
　

10
日

▽
７
月
18
日

▽
８
月
14
日

▽
９
月
１
日

　
　
　

９
日

▽
11
月
３
日

　
　
　

22
日

〜
12
月
12
日

▽
12
月
４
日

首
都
圏
在
住
の
町
出
身
者
な
ど
で
構
成
す

る
町
ふ
る
さ
と
会
が
総
会
を
開
催
。
総
会

に
は
１
３
２
人
が
参
加
し
、ふ
る
さ
と
岩

手
町
へ
の
思
い
を
寄
せ
る（
東
京
都
内
）

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律
訓
練
競
技
会

が
開
催
さ
れ
、町
内
６
つ
の
分
団
か
ら
ポ

ン
プ
車
の
部
７
隊
、小
型
ポ
ン
プ
の
部
23

隊
が
出
場（
役
場
駐
車
場
）

町
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
、町
消
防
団
や

婦
人
消
防
協
力
隊
が
堂
々
た
る
訓
練
を
披

露（
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署
の
新
庁
舎
落

成
式
を
開
催
。
町
の
防
災
拠
点
が
完
成

町
夏
ま
つ
り
を
開
催
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
配
信
サ
イ
ト
主
催
の「
ニ
コ
ニ
コ
町

会
議
」を
同
時
開
催
し
、全
世
界
に
岩
手
町

の
様
子
を
配
信
。

第
18
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

で
日
本
代
表
が
男
女
そ
ろ
っ
て
初
優
勝
。

田
中
海
渡
さ
ん（
23
）＝
一
方
井
中
出
身

＝
、及
川
栞
さ
ん（
30
）＝
沼
宮
内
中
出
身

＝
、瀬
川
真
帆
さ
ん（
22
）＝
川
口
中
出
身

＝
が
優
勝
に
貢
献

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
が
行
わ

れ
、１
千
人
を
超
え
る
来
場
者
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
の
生
放
送
に
参
加（
森
の
ア
リ
ー
ナ
）

秋
の
叙
勲
で
、柴
田
和
子
さ
ん（
70
）＝
下

大
町
＝
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
。

町
の
未
来
を
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
を

開
催（
各
公
民
館
ほ
か
）

平
成
30
年
度
町
勢
功
労
等
表
彰
式
が
行
わ

れ
、１
団
体
が
特
別
表
彰
を
受
賞（
役
場
会

議
室
）

2020年に予定されるリニューアルオープンに向けて
アートガーデン整備が進められる町立石神の丘美術館

岩手町長

佐々木 光司

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
輝
く
初
春

ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
輝
く
初
春

を
皆
さ
ま
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

を
皆
さ
ま
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
加

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
加

え
、
世
界
的
な
産
業
技
術
の
革
新

え
、
世
界
的
な
産
業
技
術
の
革
新

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
急
速
に

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
急
速
に

変
化
し
て
い
る
中
で
、
岩
手
町
の

変
化
し
て
い
る
中
で
、
岩
手
町
の

よ
う
な
「
地
方
の
ま
ち
」
で
こ
そ
、

よ
う
な
「
地
方
の
ま
ち
」
で
こ
そ
、

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
づ

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
種
を
ま
き
、
し
っ
か
り
と

く
り
の
種
を
ま
き
、
し
っ
か
り
と

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ち

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ち

づ
く
り
の
種
と
は
、
人
づ
く
り
の

づ
く
り
の
種
と
は
、
人
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
で
あ
り
、
若
者
が
訪

た
め
の
施
策
で
あ
り
、
若
者
が
訪

ね
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と

ね
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と

思
う
町
を
目
指
す
た
め
に
、
ひ
と

思
う
町
を
目
指
す
た
め
に
、
ひ
と

づ
く
り
を
基
軸
に
し
た
施
策
の
推

づ
く
り
を
基
軸
に
し
た
施
策
の
推

進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

私
が
思
い
描
く
新
し
い
ま
ち
づ

　

私
が
思
い
描
く
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
へ
の
挑
戦
は
、「
農
林
畜
産

く
り
へ
の
挑
戦
は
、「
農
林
畜
産

業
の
振
興
」、「
人
材
育
成
と
教
育

業
の
振
興
」、「
人
材
育
成
と
教
育

の
ま
ち
づ
く
り
」、「
高
齢
者
や
障

の
ま
ち
づ
く
り
」、「
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

が
い
者
等
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」の
３
大
政
策
を
有
機
的
か
つ
、

り
」の
３
大
政
策
を
有
機
的
か
つ
、

効
果
的
に
、
そ
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

効
果
的
に
、
そ
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
展
開
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
私

ク
に
展
開
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
私

は
、
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
対
話

は
、
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
対
話

と
実
践
」
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

と
実
践
」
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
声
に
耳
を
傾
け
、
実
践
す
る
姿

な
声
に
耳
を
傾
け
、
実
践
す
る
姿

勢
こ
そ
が
時
代
を
切
り
開
く

で

勢
こ
そ
が
時
代
を
切
り
開
く

で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民

参
画
型
、
産
学
官
民
連
携
の
モ
デ

参
画
型
、
産
学
官
民
連
携
の
モ
デ

ル
を
創
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
手

ル
を
創
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
手

法
で
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
力
を
注

法
で
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
力
を
注

ぎ
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ぎ
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
町
が
取
り

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
町
が
取
り

組
ん
で
き
た
産
業
振
興
施
策
や
福

組
ん
で
き
た
産
業
振
興
施
策
や
福

祉
施
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
さ
ら

祉
施
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
発
展
を
遂
げ
る
べ
く
、
さ
ま

な
る
発
展
を
遂
げ
る
べ
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
変
革
の
ス

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
変
革
の
ス

タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、
町
政

タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、
町
政

の
力
強
い
推
進
を
図
り
、
施
策
を

の
力
強
い
推
進
を
図
り
、
施
策
を

実
現
す
る
た
め
、
役
場
組
織
の
再

実
現
す
る
た
め
、
役
場
組
織
の
再

編
を
実
施
し
、
人
材
育
成
に
力
を

編
を
実
施
し
、
人
材
育
成
に
力
を

注
い
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、「
通

注
い
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、「
通

信
イ
ン
フ
ラ
整
備
」、「
ま
ち
づ
く

信
イ
ン
フ
ラ
整
備
」、「
ま
ち
づ
く

り
企
画
会
社
の
設
立
」、「
い
わ
て

り
企
画
会
社
の
設
立
」、「
い
わ
て

ま
ち
型
在
宅
医
療
体
制
づ
く
り
」、

ま
ち
型
在
宅
医
療
体
制
づ
く
り
」、

「
人
の
ま
ち
・
花
の
ま
ち
」、「
人

「
人
の
ま
ち
・
花
の
ま
ち
」、「
人

口
減
少
対
策
」
な
ど
、
各
種
プ
ロ

口
減
少
対
策
」
な
ど
、
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
構
想
や

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
構
想
や

公
約
が
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う

公
約
が
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。さ
ら
に
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。さ
ら
に
、

石
神
の
丘
美
術
館
の
ア
ー
ト
ガ
ー

石
神
の
丘
美
術
館
の
ア
ー
ト
ガ
ー

デ
ン
整
備
事
業
を
本
格
的
に
稼
働

デ
ン
整
備
事
業
を
本
格
的
に
稼
働

さ
せ
な
が
ら
、
２
０
２
０
年
春
の

さ
せ
な
が
ら
、
２
０
２
０
年
春
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

今
、
日
本
の
地
方
の
ま
ち
は
、

　

今
、
日
本
の
地
方
の
ま
ち
は
、

人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
直
面
し

人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
前
向

て
お
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
前
向

き
に
捉
え
、
岩
手
町
な
ら
で
は
の

き
に
捉
え
、
岩
手
町
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
日
本
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
日
本
の

再
生
、
創
生
に
貢
献
で
き
る
ま
ち

再
生
、
創
生
に
貢
献
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

づ
く
り
を
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

町
長
年
頭
あ
い
さ
つ
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ま
ち
づ
く
り
会
議
を
開
催

皆
さ
ん
の
意
見
を
町
政
に

　

町
は
、
新
し
い
総
合
発
展
計
画

（
２
０
２
１
〜
２
０
３
０
年
度
）

の
策
定
に
向
け
て
、
町
の
将
来
像

や
推
進
す
べ
き
施
策
な
ど
、
町
政

に
町
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
、
町
内
各
地
で
ま
ち
づ

く
り
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
11

月
22
日
に
開
催
し
た
水
堀
公
民
館

を
は
じ
め
、
北
山
形
公
民
館
、
川

口
公
民
館
、
一
方
井
公
民
館
、
久

保
公
民
館
、
プ
ラ
ザ
あ
い
の
６
カ

所
で
開
か
れ
た
同
会
議
。
延
べ
、

１
３
４
人
（
23
歳
〜
85
歳
、
平
均

65
・
７
歳
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思

い
描
く
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
考

え
や
思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
経
済
状

況
や
不
安
定
な
社
会
情
勢
な
ど
、

時
代
の
あ
ら
ゆ
る
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
新
し
い
時
代
に
、

生
活
し
や
す
く
、
魅
力
的
で
誇
り

を
持
て
る
町
に
す
る
た
め
に
は
、

町
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
岩
手
町
が
持

つ
自
然
や
環
境
、
歴
史
や
文
化
と

い
っ
た
〝
財
産
〞
と
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
こ
の
町
に
住
む〝
人
〞

が
主
役
で
す
。
町
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
考
え
、
思
い
を
共
有
し
な

が
ら
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く

り
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
全
て

の
町
の
皆
さ
ん
が
共
に
町
の
未
来

に
思
い
を
巡
ら
せ
、
そ
の
思
い
を

カ
タ
チ
に
し
な
が
ら
、
未
来
の
岩

手
町
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て

い
く
の
か
―
。

　

み
ん
な
で
岩
手
町
の
コ
レ
カ
ラ

を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

次期総合発展計画（2021 － 2030）策定に向けて

総
合
発
展
計
画
っ
て
何
？

　

総
合
発
展
計
画
と
は
、
岩
手
町
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
の
こ
と
で
、
町
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
に
向
か
っ
て
、
施

策
・
事
業
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
計
画
で
す
。
町
で

は
、
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
10
年
間
、
同
計
画
で

定
め
た
「
め
ぐ
み
の
大
地　

笑
顔
が
結
ぶ　

ひ
と
輝
く　

健
康
福

祉
の
い
わ
て
ま
ち
」
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
町
が
さ

ら
に
発
展
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
目
指
す
た
め
の
計
画
と
し
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
新
た
な
総
合
発
展
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

町内６カ所で行われたまちづくり会議の様子

まちづくり会議とは？

2021 年から 2030 年までの 10年間、町が取り組む総合発展計画を策定するため、町の将来像や町の施
策に対し、より多くの町の皆さんの意見を反映させることを目的に開催する会議。今回は、参加者を５
～６人に分けて意見を出し合うグループワークを行いました。「特定の人だけが話さない」、「人の意見を
否定しない」、「互いに楽しく自由に話す」などのルールを定めて実施。参加者全員がさまざまな意見を
活発に出し合い、グループごとの意見をまとめた模造紙を作成しました。各グループでは、町役場の若
手職員が進行役（ファシリテーター）を務め、最後に各グループの意見を発表しました。

みんなで考えよう　岩手町のコレカラ
●

11 月 22日（木）　水堀公民館11月 22日（木）　水堀公民館
参加人数　15人参加人数　15人

12月 12日（水）　プラザあい12月 12日（水）　プラザあい
参加人数　33人参加人数　33人

11月 27日（火）　北山形公民館11月 27日（火）　北山形公民館
参加人数　18人参加人数　18人12月３日（月）　川口公民館12月３日（月）　川口公民館

参加人数　22人参加人数　22人

●

●
●

●

●

12 月６日（木）　久保公民館12月６日（木）　久保公民館
参加人数　19人参加人数　19人

12月４日（火）　一方井公民館12月４日（火）　一方井公民館
参加人数　27人参加人数　27人
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食

地域のお宝 こんなまちになったらいいな

予想される不安現在の不安

ホッケー

観光

農業

交通

人

自然

福祉

歴史
文化

施設

人情味がある（久保・水堀・川口）
助け合いと支え合い（一方井・水堀）

森のアリーナや黒石温泉が安い（一方井）

沼宮内（寄寿姫）伝説がある（沼宮内）
まつりの盛り上がり（川口・沼宮内）
郷土芸能が盛ん（北山形・一方井・川口）

安心生活あいネット（水堀・一方井・沼宮内）
健診で病気の早期発見（一方井・沼宮内）

自然が豊か（北山形・水堀）
川や紅葉がきれい（北山形・水堀）
森林セラピーロード（川口）

高品質な野菜・肉・牛乳（町全域）
頼もしい若い担い手（水堀・北山形・一方井）

全国トップレベル（沼宮内）
さまざまな世代で強い（一方井・水堀）

美術館がある（沼宮内）
北上川の源泉は世界でここだけ（沼宮内）

野菜がおいしい（沼宮内・川口）
ブルーベリーワイン（一方井・水堀）

便利な新幹線の駅（一方井・水堀）
八幡平・久慈など観光地に近い（沼宮内）
あいあいバス・タクシー（一方井・水堀）

子育て

観光

農業

交通

産業

人

施設

福祉

医療

少子高齢化（町全体）
若者の未婚（北山形・一方井）
高齢者の独り暮らし（プラザあい）

入院ができない（町全体）
小児科・産婦人科がない（プラザあい）
通院が交流の場になってしまっている（久保）

介護者の負担が大きい（水堀・一方井）

空き校舎の活用方法がみえない（北山形）
空き家が増える（一方井・沼宮内）

農地の荒廃と後継者不足（町全体）

宿泊施設が少ない（川口・一方井・沼宮内）
ＰＲがヘタ（沼宮内）

思い切り遊べる公園がない（沼宮内）
閉校校舎は新しく、残る学校は古い（一方井）

働く場所が少ない（北山形・沼宮内）
求人募集しても応募がない（川口）

将来の移動手段が不安（一方井）
あいあいバスが通ってほしい（北山形）

町内外との
交流が活発な町

空き家・空き店舗・空き校舎
の有効活用

伝統を守りながら賑わいを
郷土芸能を観光に活用

農業で
稼げる町

若者が
帰りたくなる町

もっとＰＲをうまく！
岩手県北地域の観光の拠点に

新しい！自慢の特産品がほしい
ホルモン鍋やワインで賑わいを

岩手県で１番の
祭りの町

観光

農業人

教育

福祉

施設

若者・子どもの減少（水堀・北山形）
未婚者の増加（久保・一方井）
高齢者の増加（町全域）
集落の消滅危機（水堀）

空き家の解消（町全体）
空き校舎を活用しなければ（久保・北山形）

介護が必要な人が増加（川口）
老人福祉施設が足りなくなる（川口）

高校の存続（北山形）

後継者不足（町全体）
農地が余る（町全体）
鹿やイノシシなどの獣害が増える（沼宮内）

美術館はどうなっていくのか（一方井・沼宮内）
新幹線の利用率が低い（一方井・沼宮内）

利便性
インターネット環境（北山形・水堀・一方井）
道路設備の老朽化（川口・プラザあい）
ごみの分別がよくない（久保）

各
地
域
か
ら
多
彩
な
意
見

　

町
内
６
カ
所
で
開
催
し
た
町
づ

く
り
会
議
で
は
、
①
現
在
の
町
の

良
い
と
こ
ろ
や
地
域
の
宝
、　

②

現
在
の
町
の
不
安
な
点
や
改
善
し

た
い
点
、
③
将
来
（
10
年
後
）
予

想
さ
れ
る
不
安
、
④
将
来
（
10
年

後
）
の
理
想
像
の
４
つ
の
項
目
に

分
け
て
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
町
に

つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

る
中
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

農
地
の
荒
廃
や
空
き
校
舎
の
活
用

な
ど
、そ
の
内
容
は
農
業
や
観
光
、

福
祉
や
教
育
な
ど
多
く
の
分
野
に

関
連
す
る
も
の
で
、
町
の
未
来
像

を
描
い
て
い
く
上
で
貴
重
な
要
素

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
を
上
の
図
に
ま
と
め

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
町
の
宝
と

し
て
温
か
い
人
柄
や
豊
か
な
自

然
、
北
上
川
の
源
泉
な
ど
岩
手
町

な
ら
で
は
の
魅
力
が
多
く
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
い
年
月
を

か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
祭
り
や

郷
土
芸
能
な
ど
の
歴
史
や
文
化
、

先
人
が
築
き
上
げ
、
今
で
は
町
の

代
名
詞
と
も
い
え
る
野
菜
を
中
心

と
し
た
農
作
物
や
全
国
の
強
豪
と

し
て
成
長
し
た
ホ
ッ
ケ
ー
を
挙
げ

る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
在
か
ら
未
来
に
か
け

て
の
不
安
な
点
と
し
て
、
全
国
的

に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
不
安
が
多

く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

農
業
後
継
者
不
足
や
遊
休
農
地
の

増
加
な
ど
人
口
減
少
に
関
連
す
る

内
容
も
各
地
域
か
ら
多
く
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
や
施
設

の
利
便
性
に
つ
い
て
の
意
見
も
多

く
、
宿
泊
施
設
の
減
少
や
観
光
Ｐ

Ｒ
が
物
足
り
な
い
な
ど
改
善
が
必

要
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
意
見
が
出
た
中
、
町
の

理
想
の
将
来
像
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
は
、
主
要
産
業
で
あ
る
農
業

の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

す
観
光
振
興
、
町
民
一
人
一
人
が

住
み
や
す
い
福
祉
が
充
実
し
た
町

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発
や
空

き
校
舎
や
空
き
家
の
有
効
活
用
に

も
大
き
な
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
は
、
各
地
域
で
出
さ
れ
た
多

彩
な
意
見
を
ま
と
め
、
次
期
総
合

発
展
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
大

切
な
提
言
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

町
の
皆
さ
ん
が
理
想
と
す
る
〝
岩

手
町
の
コ
レ
カ
ラ
〞
を
町
全
体
で

作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※（　）は意見が出た会場

高齢者・障害者も住みやすい町 子どもから大人まで住みやすい町に

いわてまちっていわてまちってどんな町どんな町？？

現
在
現
在

未
来
未
来

町の皆さん町の皆さんに聞いてみたに聞いてみた
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入
や
経
費
を
事
前
に
集
計
し
た
帳

簿
な
ど
を
持
参
の
上
、会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
場
は
大
変
混
み
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
売
り
上
げ
や

必
要
経
費
を
項
目
ご
と
に
集
計
し

て
い
な
い
場
合
、申
告
受
付
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、全
て
の
事
業
者
は
確
定

申
告
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、記
帳
・

帳
簿
書
類
の
作
成
、保
存
が
必
要

で
す
。
記
帳
・
帳
簿
保
存
制
度
の

詳
し
い
内
容
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
控

除
の
ほ
か
に
控
除
を
追
加
・
修
正

す
る
人

　

ま
た
、平
成
30
年
中
に
収
入
が
な

か
っ
た
人
も
次
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
、町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

▼
本
人
ま
た
は
、同
一
世
帯
に
国
民

健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、介
護
保
険
な
ど
の
加
入
者
が
い

る
場
合（
申
告
内
容
が
保
険
料
な
ど

の
軽
減
判
定
の
た
め
に
必
要
で
す
）

▼
非
課
税
収
入（
障
害
年
金
、遺
族

年
金
、失
業
保
険
な
ど
）の
み
受
給

し
て
い
る
場
合

▼
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書

が
必
要
な
場
合

　

町
で
は
、左
表
の
と
お
り
２
月

４
日（
月
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま

で
、申
告
の
受
け
付
け
と
税
金
の

相
談
を
兼
ね
た
申
告
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。申
告
が
必
要
な
人
は
、

相
談
日
を
確
認
し
、指
定
の
会
場

で
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

南
山
形
地
区
の
皆
さ
ん
は
川
口

ま
た
は
北
山
形
公
民
館
で
、子
抱
・

沼
袋
地
区
の
皆
さ
ん
は
川
口
公
民

館
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
期
間
中

は
、役
場
で
の
納
税
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。
都

合
に
よ
り
指
定
の
会
場
で
の
相
談

が
困
難
な
場
合
は
、税
務
会
計
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ

た
人
や
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、盛
岡
税
務
署
が「
ア
イ
ー

ナ
」に
開
設
す
る
確
定
申
告
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場

合
は
、町
の
日
程
に
よ
ら
ず
申
告

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、家
族
の
申

告
は
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
は
、平
成
30
年
中
の
収

入
や
経
費
な
ど
が
わ
か
る
も
の
が

必
要
で
す
。
事
業（
農
業
、営
業
な

ど
）、不
動
産
ま
た
は
山
林
の
業
務

に
よ
る
所
得
が
あ
る
場
合
は
、収

　

町
・
県
民
税
、事
業
税
、所
得
税

の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
準
備
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

平
成
30
年
中
に
事
業
や
給
与
収

入
が
あ
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な

人
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
営
業
や
農
業
、不
動
産
、譲
渡
、配

当
、山
林
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

▼
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
給

与
以
外
に
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
退
職
な
ど
の
理
由
で
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
人

▼
公
的
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

で
、年
金
以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
の
み
を
も
ら
っ
て
い

る
人
で
一
定
の
金
額
を
超
え
る
人

申
告
納
税
相
談

申
告
納
税
相
談

申
告
が
必
要
な
人

特
定
の
人
は

盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ
で

町
内
５
会
場
で
受
け
付
け

申
告
に
必
要
な
も
の

配偶者（特別）控除の見直し

～盛岡税務署からのお知らせ～～盛岡税務署からのお知らせ～

　盛岡税務署では、次のとおり申告書作成会場を開設
します。所得税、消費税、贈与税の申告が必要な人は利
用ください。なお、盛岡税務署内には申告書作成会場
はありませんので注意ください。また、申告書にはマ
イナンバーの記載が必要です。本人のマイナンバーと
身元確認ができる書類を準備してください。
【期間】　２月18日㈪～３月15日㈮
　　　　※土日祝日は除く。ただし、２月24日㈰と３月３日㈰は開設
【時間】　午前９時～午後４時
【会場】　盛岡市「アイーナ」

　青色申告とは、事業所得や不動産所得に関する取引
を所定の帳簿に記載し、正しい申告をすることで、税金
面で有利な特典を受けることができる制度です。

《青色申告の主な特典》
・青色申告特別控除　記帳の方式により最高65万円の
適用を受けることができます
・青色事業専従者給与の必要経費算入　事業専従者に
支払う給与について、その支払った金額を必要経費に
算入することができます
・純損失の繰越しと繰戻し　事業の損失の金額を翌年
以降３年間の所得から差し引いたり、損失額を前年分
の所得に繰り戻したりして控除することができます

《青色申告をするためには》
　青色申告を始めようとする年の３月15日まで（その
年の１月16日以降、新たに事業を開始した場合は事業
開始から２カ月以内）に「所得税の青色申告承認申請
書」を、税務署に提出してください。申請書は国税庁
ホームページ（http://www.nta.go.jp）からダウンロー
ドできるほか、税務署の窓口にも用意しています。

●所得税、贈与税などの申告は「アイーナ」で●所得税、贈与税などの申告は「アイーナ」で

●はじめてみませんか？青色申告！●はじめてみませんか？青色申告！

●ホームページでの作成、●ホームページでの作成、e-Tax のお勧めe-Tax のお勧め

２月4日㈪
３月15日㈮

～

▽配偶者控除について（対象となる配偶者…前年の合計所得金額が38万円以下）
　納税義務者の前年の合計所得金額が９００万円を超える場合、合計所得金額に応じて控除額が段階的に減少し、
合計所得金額が１千万円を超える場合は、控除額が０円になり、配偶者控除は適用されなくなります。
▽配偶者特別控除について（対象となり配偶者…前年の合計所得金額が38万円超１２３万円以下）
　対象となる配偶者の合計所得金額が、76万円未満から１２３万円以下に拡大されます。
　なお、納税義務者の前年の合計所得金額が９００万円を超える場合、合計所得金額に応じて控除額が段階的に減
少し、合計所得額が１千万円を超える場合は控除額が０円となり、配偶者特別控除は適用されなくなります。

 役場税務会計課 課税資産係
　  62-2111 内線 524

 ●税務署から確定申告書やはがきが届いている人は、その申告書やはがき
 ●印鑑　　●源泉徴収票（給与所得者・公的年金受給者）
 ●申告者本人のマイナンバーと本人確認書類
 ●収支内訳書や諸帳簿（営業、農業、不動産などの事業所得者）
 ●各種控除に必要な領収書、証明書など
 　・医療費控除…医療費控除の明細書または領収書など
 　・社会保険料控除…年金や国保税などの受領書
 　・生命保険料、地震保険料控除…支払保険料の証明書
 　・障害者控除…障害者手帳や障害者控除対象者認定書など
 　・その他各種控除に必要なもの
 ●本人名義の口座番号がわかるもの（還付申告者）

《申告に必要なもの》

 盛岡税務署  019-622-6141 　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等
作成コーナー」で作成し、郵送などでも提出できます。
▶確定申告期間中は24時間いつでも利用可能　▶自動
計算機能により、計算誤りのない申告書などを作成可
能　▶申告書データを保存し、翌年の申告でも利用可
能―などの利点があります。
　また、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用
するとさらに便利です。詳しくは、国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp）、e-Taxホームページ（http://
www.e-tax.nta.go.jp)をご覧ください。

◎平成31年申告納税相談（申告受付）の日程

月　日 曜日 会　場 対　象　地　区　な　ど
午前９時～午前11時30分 午後１時～午後３時30分

２月４日 月 町総合開発
センター

年金収入・給与還付のみ（対象地区で申告ができない人）
　　５日 火 年金収入・給与還付のみ（同上） ―会場移動―
　　６日 水 水堀いきがい

交流センター

前ケ沢・吉谷地・御堂新田・御堂・朽木林・北上・上横沢・下横沢
　　７日 木 水堀・小山沢・尾呂部・豊岡
  　８日 金 川原木・笈の口 ―会場移動―
  　12日 火

川口公民館

岩崎・駅通・下町・山道
  　13日 水 上町・境田・二ツ森・草桁
     14日 木 芦田内・雪浦・秋浦・高梨
  　15日 金 野原・橋場・土滝・雨滝 ―会場移動―
  　18日 月

一方井公民館

大股・上黒内・下黒内・葉木田
  　19日 火 新田・一方井・上浮島
  　20日 水 今松・土川・下浮島
21日 木 黒石・大森・下鴫沢

  　22日 金 中田・上鴫沢 ―会場移動―
  　25日 月

北山形公民館
万部・相寅瀬・落葉・葉の木・大平・大金沢・小金沢・膝突・下屋敷

  　26日 火 白椛・日の神子・上平・一本柳・曲り・岩瀬張 ―会場移動―
   ２月28日 木

町総合開発
センター

日中申告することができない人　【受付時間】　午後３時30分～午後７時30分
   ３月 １日 金 子抱・沼袋・子九十・大渡・遠中沢・太布・水無・丸泉寺・穀蔵
  　 ３日 日 平日申告することができない人
　　５日 火 城山・新町・民部田・柳橋・舘・田中栄小路
  　６日 水 上大町・下大町・上野口町・下野口町・上愛宕下・下愛宕下・新愛宕下・江刈内
  　７日 木 上苗代沢・下苗代沢１・下苗代沢２・駅前・子抱団地・横田・久保・落合・半在家
　  ８日 金 日中申告することができない人　【受付時間】　午後３時30分～午後７時30分
  　11日 月 大坊・上五日市・下五日市・石神・犬袋・細沢・太田
　  12日 火 まだ申告をしていない人
13日 水 まだ申告をしていない人
14日 木 まだ申告をしていない人
15日 金 まだ申告をしていない人

※会場によっては、開場時間にならないと施設内に入れない場合がありますので、ご了承ください。
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

昨
年
の
12
月
15
日
と
16
日
の
２

日
間
、福
岡
県
久
留
米
市
で
行
わ

れ
た
第
４
回
ダ
イ
ハ
ツ
日
本
障
が

い
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

に
出
場
し
た
水
上
三
男
さ
ん（
58
）

＝
橋
場
＝
が
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で

３
位
に
入
賞
し
、銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
水
上
さ
ん
は
町
内

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
な
ど

で
練
習
を
重
ね
、２
０
２
０
年
の

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
選

考
会
も
兼
ね
た
同
大
会
に
出
場
。

下
半
身
に
障
が
い
の
あ
る
選
手
が

出
場
で
き
る
ク
ラ
ス
で
激
戦
を
戦

い
抜
き
ま
し
た
。

　

水
上
さ
ん
は
昨
年
の
12
月
17

日
、役
場
町
長
室
を
訪
れ
入
賞
を

報
告
。「
自
分
自
身
を
奮
い
立
た

せ
る
た
め
に
も
、大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る

人
の
励
み
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

頑
張
り
ま
し
た
よ
」と
笑
顔
で
大

会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
神
奈
川

県
出
身
の
男
性
と
ダ
ブ
ル
ス
を
組

ん
だ
同
大
会
を
通
じ
て
、人
の
輪

も
広
が
り
本
当
に
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
と
語
る
水
上
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
に
注
目
で
す
。

Topics01

チ
ー
ム
一
丸
つ
か
ん
だ
初
優
勝

沼
宮
内
中
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

沼
宮
内
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
笹
渡
美み

う海
主
将
、部
員
７
人
）は
、

11
月
に
行
わ
れ
た
県
中
学
校
新

人
大
会
で
優
勝
し
、創
部
以
来
初

の
県
大
会
制
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。
笹
渡
主
将
は「
自
分
を
信
じ

て
仲
間
を
信
じ
て
絶
対
に
勝
つ
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
大
会
に
臨
み

ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。
同

部
の
メ
ン
バ
ー
は
、小
学
生
の
頃

に
岩
手
び
っ
き
ぃ
〜
ず（
岩
井
文

枝
監
督
）に
所
属
し
て
い
た
選
手

が
中
心
。
現
在
は
、小
・
中
学
生

の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒
に
活
動
し

て
い
て
、互
い
に
声
を
掛
け
な
が

ら
そ
の
技
術
を
高
め
合
っ
て
い
ま

す
。
沼
宮
内
小
の
佐
々
木
沙さ

ら萊
さ

ん（
４
年
）は「
憧
れ
の
先
輩
と
一

緒
に
練
習
で
き
て
う
れ
し
い
」と

目
を
輝
か
せ
ま
す
。
指
導
す
る
岩

井
監
督
は「
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
は

も
ち
ろ
ん
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通

じ
た
人
間
教
育
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
指
導
者
も
子
ど
も
た
ち
と
共

に
日
々
勉
強
で
す
よ
」と
選
手
の

ひ
た
む
き
な
姿
を
見
守
り
ま
す
。

①県中学校新人大会で初優勝を飾った沼宮内中バレー部
とともに成長する岩手びっきぃ～ずのメンバー　②真剣
に練習に取り組む選手たち　③中学生が小学生に指導す
る場面も見られ、チーム全体でレベルアップしています

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

１歳児健診に来てくれたお子さ
んのかわいい笑顔を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

いつか
どこかで

②

山口大地さんの次男

山
やまぐち

口 大
たいよう

陽くん（江刈内）

南憂太さんの長男

南
みなみ

 悠
ゆ う き

希くん（細沢）
たくさん食べて
大きくなってね。

横沢大さんの次男

横
よこさわ

沢 輝
て る

流くん（舘）

すくすく元気に
育ってね♪

高橋駿也さんの次男

高
たかはし

橋 翔
か け る

琉くん（境田）
明るく元気に育ってね。 思いやりのある

優しい子になってね♡

日本障がい者バドミントン選手権大会に出場し、見事に第３位入賞を果
たした水上三男さん

沢瀬大将さんの三女

沢
さ わ せ

瀬 朱
す ず は

々來ちゃん（民部田）

佐々木博人さんの長男

佐
さ さ き

々木 翔
か い と

大くん（上愛宕下）
いつも可愛い笑顔
ありがとう。

元気に大きくなってね。

美容師になりたい
　「美容師になって、成人式や結婚式など、一生
の記念に残るような髪型を作ってあげたい」と将
来像を描く彩花さん。髪をアレンジするのが好き
で「親戚の人の髪を編み込むなど、いろいろな形
に仕上げることもある」と得意げに話します。学
校では、「算数と体育が得意だけど、国語は少し
苦手」と話し、「全ての教科のテストで満点を取
れるように勉強を頑張っています」と胸を張る彩
花さん。少し苦手な国語を克服できるように漢字
練習や文章問題にチャレンジしています。

（川口小5年）（川口小5年）

No.353

和
わ だ

田 彩
あ や か

花 さん

③

No.341

人生に趣味や楽しみを

高橋 昭治さん（88） =下苗代沢２＝
　長年にわたって印刷業を営んできた昭治さんは、考古学に興味を持ちながら
土器の収集や研究に携わってきました。町内の遺跡などはもちろん、エジプト
での発掘作業も経験している昭治さん。「昔は畑や沼の近くでよく土器や石器
が見つかった。それが宝探しのようで本当に楽しかった。農家の皆さんの所に
お邪魔して、いろんな話をしながら土器探しをさせてもらったよ」と考古学に
興味を持ち始めた当初を振り返ります。さまざまな経験をしてきた人生を振り
返って「これがあったから人生を楽しむことができたと言える趣味を持つこと
が大事だね」としみじみと語ります。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

パラバドミントン全国３位
障がい者の頑張りに光明を

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02



2019 年１月１日広報いわてまちNo.715 ／ 1213 ／ 2019 年１月１日広報いわてまちNo.715

N e w s × S p o r t sN e w s × S p o r t s

技体、鍛えて伸ばす剣の道
○第46回町少年剣道交流大会  ▼2018.12.09心

①②小学生新人の部で懸命に竹刀を振る選手　③中学生の部で
は緊張感のある戦いが繰り広げられました

①②

③

いラリー、競う技術
○第44回町民卓球大会  ▼2018.12.15、16

　第45回町民卓球大会は昨年の12月15日と16日の２日
間、森のアリーナで開催され、小学生から70代まで、幅広
い世代の選手が参加して白熱のラリーを展開しました。
【大会の結果】
◇小学生団体戦（男女混合）　①卓友クラブ　②川口卓球
教室Ａ　③川口卓球教室Ｂ　◇小学生個人戦　▷５、６
年（男女混合）　①佐藤七星（川口卓球教室）　②幅皆翔
（卓友クラブ）　③帷子美尋（川口卓球教室）　▷４年以下
（男女混合）　①松岡羽奏（卓友クラブ）　②佐藤幸智（川
口卓球教室）　◇小学生親子ダブルス　①佐藤正樹・七
星（川口卓球教室）　②佐々木誠・大輝（久保体協）　③佐
藤亘・健太朗（川口卓球教室）　◇中学生男子シングルス
①細野清博（沼宮内中）　②滝川龍（川口中）　③岩崎拓
（沼宮内中）　◇中学生女子シングルス　①吉田楓（川口
中）　②岩崎文菜（同）　③遠藤花乃（同）　◇一般団体戦
①clover　②久保体協　③川中ＯＢ会、チームイップス
◇一般男子シングルス　①伊藤俊（チームイップス）　
②山田舜（同）　③細野清範（clover）　◇一般女子シング
ルス　①佐藤楓（clover）　②工藤天音（久保体協）　③佐

熱

大会では、幅広い年代の参加者が卓球に親しみながら熱戦を展開

藤七海（clover）　◇ラージボールシングルス　①堤勉
（井組オールスターズ）　②幅洋美（川口卓球教室）　③
佐藤学（井組オールスターズ）　◇ラージボールダブル
ス　①佐藤亜紀・田中翼　②佐藤学・橋本雄司　③伊
藤浩・佐藤圭太

　第46回町少年剣道交流大会は昨年の12月９日、森の
アリーナで開催され、県内外から小中学生107チームが
参加して熱戦を繰り広げました。会場には、選手のほ
か各チームの関係者や大勢のギャラリーが集結。息詰
まる熱戦を見守りました。
　大会の結果は以下のとおりです。
【大会結果】
◇小学生新人の部　①誠志会Ａ（秋田県湯沢市）　②新
明館橋市道場（盛岡市）　③誠志会Ｂ（秋田県湯沢市）、
盛岡剣道スポ少（盛岡市）
◇小学生の部　①晨武館Ａ（花巻市）　②新明館橋市道
場（盛岡市）　③飯岡研心剣道スポ少（同）、晨武館Ｃ（花
巻市）　
◇中学生の部　▷男子　①盛岡仙北剣道スポ少（盛岡
市）　②一戸中（一戸町）　③大宮中（盛岡市）、見前剣道
スポ少（同）　▷女子　①見前剣道スポ少（盛岡市）　②
一戸中（一戸町）　③福岡中（二戸市）、新明館橋市道場
（盛岡市）

　

川
原
木
地
区
と
豊
岡
地
区
の
両
自
治
振
興

会
は
昨
年
の
11
月
17
日
、北
緯
40
度
地
域
振
興

事
務
組
合（
民
部
田
幸
夫
代
表
理
事
組
合
長
）

設
立
総
会
を
行
い
、新
た
に
住
民
の
協
力
で
地

域
振
興
を
担
う
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。
地

域
内
の
除
雪
な
ど
を
行
う
同
組
合
の
除
雪
出

発
式
は
昨
年
の
12
月
16
日
、川
原
木
地
区
で
行

わ
れ
、冬
季
の
地
域
の
道
路
環
境
整
備
の
無
事

故
を
祈
願
。
民
部
田
代
表
理
事
組
合
長
は「
川

原
木
と
豊
岡
両
地
区
か
ら
地
域
の
力
で
地
域

を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
町
全
体
へ
発
信

し
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

▼2018.12.16▼2018.12.06

○
川
原
木
地
域
振
興
事
務
組
合

○
川
原
木
地
域
振
興
事
務
組
合

地
地域の除雪などを担う組合員の皆さんは冬の安全を守ります

下
校
時
の
安
全
願
っ
て

○
川
口
交
通
安
全
母
の
会

○
川
口
交
通
安
全
母
の
会

　

川
口
地
区
の
交
通
安
全
母
の
会（
岩
崎
敬

子
会
長
）は
昨
年
の
12
月
６
日
、川
口
小
を
訪

問
し
、１
年
生
全
員
に
手
づ
く
り
の
交
通
安

全
マ
ス
コ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス

コ
ッ
ト
は
、会
員
ら
が
交
通
安
全
の
思
い
を

込
め
て
手
作
り
し
、毎
年
同
小
の
１
年
生
に

贈
り
続
け
て
い
て
、今
年
で
23
年
目
を
迎
え

ま
す
。
長
年
、川
口
地
区
の
登
下
校
の
安
全

を
見
守
り
続
け
る
同
会
の
心
の
こ
も
っ
た
マ

ス
コ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
児
童
は
感
謝
の
思

い
を
歌
に
込
め
、全
員
で
の
合
唱
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

登

交通安全を願いプレゼントを贈る川口地区の交通安全母の会

　

い
わ
て
ま
ち
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
事
業「
女
子
限
定
！
リ
ノ
ベ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
昨
年

の
12
月
１
日
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
夢
や
思
い
を
実

現
す
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

わ
れ
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
空
き
店
舗
や
遊

休
農
地
の
解
消
の
た
め
に
キ
ャ
ン
ド
ル
や
ヨ

ガ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
や
、飲
食
や
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
宿
泊
施
設
な
ど
、女

性
な
ら
で
は
の
目
線
で
考
え
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
互
い
に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

○
女
子
限
定
！
リ
ノ
ベ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
女
子
限
定
！
リ
ノ
ベ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

女
自分たちで考えたまちづくりの意見発表を行う参加者の皆さん

▼2018.12.01

性
目
線
で
ま
ち
づ
く
り

　

町
の
新
し
い
ふ
る
さ
と
大
使
に
俳
優
と
し

て
活
躍
す
る
福
士
誠
治
さ
ん
が
就
任
し
、そ

の
委
嘱
状
交
付
式
は
昨
年
の
12
月
21
日
、東

京
都
内
で
行
わ
れ
、佐
々
木
光
司
町
長
か
ら

福
士
さ
ん
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

福
士
さ
ん
の
父
親
の
実
家
が
岩
手
町
に
あ

り
、町
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
縁
か

ら
同
大
使
の
就
任
が
実
現
。
今
後
、町
の
大

使
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
町
の
情
報

を
発
信
し
、町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

今
回
就
任
し
た
福
士
さ
ん
を
含
め
て
、町

の
ふ
る
さ
と
大
使
は
18
人
に
な
り
ま
し
た
。

○
町
ふ
る
さ
と
大
使

○
町
ふ
る
さ
と
大
使

新

新大使の福士誠治さん㊧と委嘱状を手渡した佐々木光司町長㊨

▼2018.12.21

大
使
に
福
士
誠
治
さ
ん

区
民
連
携
で
地
域
振
興
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今月は瀬川麦穂保健師今月は瀬川麦穂保健師
からのお便りですからのお便りです

文化・情報

まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳

短
歌

席
題「
仕
舞
う
」　　

鍋
倉
る
み
こ　

選

【１月の休館日】　
毎週月曜日、25日㈮。ただし、14日（月・祝）
は開館し、翌日 15日㈫に休館します。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小 説 そこにいるのに 似鳥　鶏
エッセイ 曙光を旅する 葉室　麟
実 用 書 60歳からの新・幸福論 曽野　綾子

児童向け
絵 本

力　どこいった？ 鈴木　のりたけ
ひだまり 岡田　千晶

読 み 物 マドモアゼル・シック ジェニファー・Ｌ・スコット

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　１月27日㈰午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子

〈
入
選
作
〉

燻
製
で
夏
ま
で
味
を
保
つ
術　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

満
子

思
い
出
を
仕
舞
う
心
に
ア
ル
バ
ム
に　
　
　
　

山
口　

國
男

反
骨
に
生
き
る
心
の
む
し
ろ
旗　
　
　
　
　
　

馬
渕　
　

草

枯
れ
葉
散
り
荒
れ
た
野
山
を
仕
舞
う
雪　
　
　

土
橋
は
つ
お

案
山
子
に
も
ご
く
ろ
う
さ
ま
と
秋
仕
舞
い　
　

佐
藤　

小
草

仕
舞
い
過
ぎ
又
探
し
て
は
自
己
嫌
悪　
　
　
　

自　
　
　

句

日
溜
り
の
漫そ
ぞ

ろ
歩
き
も
懐
手 

　
　

伊
藤
正
信

年
忘
れ
下
戸
に
も
回
る
酒
盃
か
な 

　
　

遠
藤
金
作

根
雪
か
と
残
さ
ず
畑
の
野
菜
採
る　
　

遠
藤
初
枝

玻
璃
の
戸
の
雨
の
幾
筋
燗
熱
し　
　
　

昆
野
功
夫

新
米
の
搗
屋
の
籾
の
照
り
強
し　
　

 

　
　

志
田
悦
朗

湯ゆ
た
ん
ぽ

湯
婆
や
義
母
よ
り
生
き
て
湯
を
注
ぐ　

柴
田
ヒ
ノ

追
ひ
越
し
て
追
ひ
抜
か
れ
た
る
師
走
尽　

向
井
梅
子

贈
る
べ
き
ひ
と
お
も
ひ
つ
つ
歳
暮
選よ

る　

山
口
國
男

針
仕
事
急せ

く
こ
と
な
き
の
十
二
月 

　
　

高
橋
麗
子

蔦
沼
に
夫
と
来
た
り
て
眺
む
れ
ば
心
安
け
き
時

を
過
ご
せ
り 

瀬
川　

浩
美

凍い

て
庭
に
色
な
す
も
の
は
南
天
の
雪
に
ひ
そ
め

る
く
れ
な
ゐ
の
実 

昆
野　

功
夫

身み
ま
か
り罷
り
し
師
の
短
冊
の
伸
び
や
か
な
運
筆
を
指

で
な
ぞ
る
侘
し
さ 

山
口　

國
男

雪
の
積
む
満

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ

天
星
は
紅

く
れ
な
いの

小
さ
き
芽
す
で
に
出

揃
ひ
て
を
り 

五
十
地
キ
ミ
子

渾
々
と
弓
弭
の
泉
湧
き
い
で
て
北
上
川
は
源
泉

を
な
す 

橋
本　

チ
ヨ

◇チビッコ映画会◇
【日時・対象】 
１月16日㈬ 午後２時～

24日㈭ 午後3時30分～
読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

No.82

　

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩

手
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員

が
毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。
今
月
の
ガ
イ
ド

は
、武
田
吉
孝
さ
ん（
65
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

鎮
守
の
森
の
守
り
神　

フ
ク
ロ
ウ

　

私
の
住
む
黒
内
地
区
に
黒
内
八
幡
宮
が
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
は
黒
内
館
と
呼
ば
れ
る
城
が

あ
っ
た
そ
う
で
、舘た

て
べ辺
と
い
う
地
名
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
神
社
の
境
内
に
毎
年
一
月
の
中
旬
き

ま
っ
た
よ
う
に
フ
ク
ロ
ウ
が
ひ
な
を
育
て
る
た

め
に
か
え
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
付
近
の

森
や
、さ
ら
に
奥
の
山
地
の
森
で
く
ら
し
て
い

て
、早
春
に
な
る
と
こ
の
鎮
守
の
森
へ
や
っ
て

き
て
、野
鳥
た
ち
の
中
で
は
、も
っ
と
も
早
い
時

期
に
ひ
な
を
か
え
し
ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、ホ
ー
ホ
ー　

ゴ
ロ
ス

ケ　

ホ
ウ
ホ
ウ（
五ご

ろ
う
す
け
ほ
う
こ
う

郎
助
奉
公
）（
ボ
ロ
着き

て

奉ほ
う
こ
う公
）と
聞
き
な
さ
れ
、裏
山
で
フ
ク
ロ
ウ
が
鳴

き
だ
す
と「
悪
い
子
は
フ
ク
ロ
ウ
に
食
べ
ら
れ

る
」と
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、そ
の
声
が
こ
わ

く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ひ
な
の
巣
立
つ
若
葉
の
季
節
ま
で
今
年
も
や

さ
し
く
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

▲つがいがなわばりを持って生活する。日中は暗い木
陰で休息し、夕暮れに活動する

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係　 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

　

一
人
一
人
の
血
液
は
、血
液
型
が

同
じ
で
も
微
妙
に
異
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
な
る
べ
く
少
数
か
ら
の
献

血
者
の
血
液
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

副
作
用
が
発
生
す
る
危
険
性
が
少
な

く
、体
へ
の
負
担
が
軽
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
４
０
０
㍉
㍑
献
血

は
、輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
と

っ
て
、よ
り
安
全
な
方
法
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

17
歳
以
上
の
男
性
、18
歳
以
上
の

女
性
で
体
重
が
50
㌔
㌘
以
上
の
人

は
、ぜ
ひ
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

冬
の
期
間
は
、献
血
す
る
人
が
減

少
し
が
ち
で
す
。
新
た
に
成
人
を
迎

え
ら
れ
る「
は
た
ち
」の
人
を
中
心

に
、献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び

掛
け
る「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
２
月
28
日
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
は
た
ち
の
記
念
に
ぜ
ひ
、献

血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
今
後
の
全
血
献
血
予
定　

【
日
に
ち
】　

３
月
26
日（
火
）

【
時
間
と
場
所
】　

①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分　
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
岩
手

支
所　

②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分　

岩
手
町
役
場

　

病
気
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
す
る

人
は
年
々
増
加
し
、現
在
は
１
日
当

た
り
約
３
千
人
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、医
療
や
科
学
が

発
達
し
た
今
日
で
も
、血
液
は
人
工

的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、ま
た

代
替
で
き
る
方
法
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、献
血
は
大
切

な
命
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
方
法
と
い
え

ま
す
。

　

血
液
は
、骨
の
中
に
あ
る
骨
髄
で

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
血
液
は
、細

菌
を
殺
す
白
血
球
、酸
素
を
運
ぶ
赤

血
球
、止
血
を
す
る
血
小
板
、血
し
ょ

う
な
ど
の
成
分
で
で
き
て
い
て
、血

管
内
を
流
れ
て
体
に
く
ま
な
く
行
き

わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、栄
養
分
を
は

じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
供
給
す

る
と
と
も
に
、老
廃
物
を
受
け
取
っ

て
運
ぶ
働
き
も
あ
り
ま
す
。
体
重
50

㌔
㌘
の
人
で
は
、約
４
㍑（
体
重
の
13

分
の
１
）も
の
血
液
が
私
た
ち
の
体

を
巡
っ
て
い
ま
す
。

　

献
血
で
集
め
ら
れ
た
血
液
は
、必

要
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
血
液
製
剤

に
加
工
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
ぞ
れ
に
有
効
期
限
が
あ
り
、

赤
血
球
は
21
日
間
、血
小
板
は
４
日

間
と
長
期
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、短
期
間
に
何
度
も

献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、４
０
０
㍉
㍑
全
血
献
血

を
し
た
人
は
、男
性
の
場
合
12
週
間
、

女
性
の
場
合
16
週
間
の
間
隔
を
空
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

血
液
を
安
定
的
に
患
者
さ
ん
の
も
と

に
届
け
る
た
め
に
は
、年
間
を
通
じ

て
多
く
の
人
か
ら
継
続
的
に
献
血
に

協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

〜
優
し
さ
と
温
も
り
あ
ふ
れ
る
贈
り
物
〜

血
液
の
働
き

献
血
で
つ
な
ぐ
命
の
バ
ト
ン

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
推
進

い
つ
も
献
血
を

お
願
い
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　・　　町民課子育て支援係
　　　　  62-2111内線504,505学童保育クラブ　平成31年度の入所受付開始学童保育クラブ　平成31年度の入所受付開始

【町内の学童保育クラブ一覧】
クラブ名 定員 実施場所 申込書提出先 問い合わせ先

川口学童保育クラブ 30人 川口保育所
役場町民課
子育て支援係
または各クラブ

川口保育所 65‐2131
第二川口学童保育クラブ 30人 川口社会体育館

沼宮内児童館
62‐2059

沼宮内学童保育クラブ 70人 沼宮内児童館
一方井学童保育クラブ 30人 一方井健康センター
水堀学童保育クラブ 20人 旧水堀公民館
城山学童保育クラブ 30人 城山保育園 城山保育園 62-2083
岩手中央児童クラブ 30人 岩手中央幼稚園 岩手中央幼稚園 62-3304

【申し込み対象者】　小学校１～６年生まで（城山学童ク
ラブは３年生まで）の児童。日中、父母や祖父母などが
在宅する家庭の児童は登録できません
【申し込み方法】　役場町民課または各学童保育クラブへ
備え付けの申込書に記入の上、提出ください
【受付期間】　１月15日（火）～２月15日（金）

【費用】　保育料は町が負担します。ただし、おやつ代や
教材費などは保護者の負担となります。金額は各クラブ
により異なります
【利用時間】　○平日　下校時～午後７時　○土曜日・学
校休業日・長期休業日など　午前７時30分～午後７時
【休館日】　日曜日、祝日、国民の休日、年末年始など

※定員を超える申し込みがあった場合には、ほかの学童保育クラブへの調整を行いますのでご了承ください。

▲エサをもとめて巣
を飛び出すフクロウ

新年おめでとうございます。１月 31日㈭まで
「本のこうかん市」を開催します。



2019 年１月１日広報いわてまちNo.715 ／ 1617 ／ 2019 年１月１日広報いわてまちNo.715

  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

（沼宮内小5年）（沼宮内小5年）

No.352

中
な か む ら

村 翔
し ょ う ま

真 君

　平成 30 年 12 月１日発行の広報
いわてまち第 714 号 11 ページ「僕
の夢私の夢」に掲載した中村翔真
君は沼宮内小です。訂正してお詫
び申し上げます。

５
２
５
、５
２
６
）

伐
採
の
手
続
き
忘
れ
ず
に

■
開
発
に
も
許
可
が
必
要
で
す

　

森
林
を
伐
採
、ま
た
は
開
発
す

る
際
は
、事
前
の
届
出
や
許
可
申

請
な
ど
各
種
手
続
き
が
必
要
で

す
。
森
林
の
伐
採
や
開
発
の
計
画

が
あ
る
人
は
、連
絡
・
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

○
保
安
林
以
外
で
の
立
木

の
伐
採
や
土
地
の
形
質
変
更　

役

場
農
林
環
境
課
環
境
森
林
係　

62
‐
２
１
１
１（
内
線
３
０
８
）　

○
保
安
林
で
の
立
木
の
伐
採
や
土

地
の
形
質
変
更　

盛
岡
広
域
振
興

局
林
務
部　

☎
０
１
９
‐
６
２
９

‐
６
６
１
５　

○
保
安
林
以
外
の

森
林
で
の
１
㌶
を
超
え
る
開
発
行

為　

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部　

☎
０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
６
１
６

て
申
し
込
ん
で
い
た
町
税
な
ど
の

口
座
振
替
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
い
た
だ
く
か
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
口
座
振
替
を

利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
金
融
機
関
】　

東
北

銀
行　

岩
手
銀
行

【
現
在
利
用
で
き
る
税
目
な
ど
】　

①
国
民
健
康
保
険
税
、②
固
定
資

産
税
、③
保
育
料
、④
給
食
費

※
対
象
税
目
は
順
次
拡
大
予
定

　

役
場
税
務
会
計
課
収
納

係　

☎
62
‐
２
１
１
１（
内
線

ペ
ー
ジ　

w
w
w
.travel-link.jp

・
　

ト
ラ
ベ
ル
・
リ
ン
ク

株
式
会
社（
盛
岡
市
開
運
橋
通
２

‐
23
メ
イ
プ
ル
中
央
ビ
ル
）　

０
１
９
‐
６
５
８
‐
８
６
４
４

そ
の
他

特
殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
て

■
岩
手
警
察
署

　

県
内
で
架
空
請
求
詐
欺
な
ど
、

特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
殊
詐
欺
は
、誰
か
に
相
談

す
る
こ
と
で
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
に
覚
え
の

な
い
お
金
の
話
は
詐
欺
を
疑
い
、

１
人
で
判
断
せ
ず
、必
ず
誰
か
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

岩
手
警
察
署　

62
‐

０
１
１
０

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

■
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し

た
１
月
17
日（
木
）は「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、15
日（
火
）か

ら
21
日（
月
）ま
で
は「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す
。

　

同
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で

は
、地
域
住
民
に
よ
る
防
災
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
が

有
効
な
こ
と
を
貴
重
な
教
訓
と
し

平
成
31
年
度
４
月
入
学
生

■
放
送
大
学

　

放
送
大
学
は
平
成
31
年
度
４
月

入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
放
送
大

学
は
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を

卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
年
代
や
職
業
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

資
料
の
請
求
な
ど
、気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
出
願
期
間
】　

▽
第
１
回
募
集　

２
月
28
日（
木
）ま
で　

▽
第
２
回

募
集　

３
月
１
日（
金
）
〜
17
日

（
日
）　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
出
願
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す【
募
集
学
生
の
種
類
】　

▽
教
養
学

部　

①
科
目
履
修
生（
６
カ
月
在

学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）　

②
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）　

③
全

科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、卒

業
を
目
指
す
）　

▽
大
学
院　

①

修
士
科
目
生（
６
カ
月
在
学
し
、希

望
す
る
科
目
を
履
修
）　

②
修
士

選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、希
望
す

る
科
目
を
履
修

　

放
送
大
学
岩
手
学
習
セ
ン

タ
ー
（
〒
０
２
０
‐
８
５
５
０　

盛
岡
市
上
田
３
‐
18
‐
８
）　

☎

０
１
９
‐
６
５
３
‐
７
４
１
４

行
わ
れ
ま
す

確
定
申
告
の
無
料
相
談
会

■
東
北
税
理
士
会
盛
岡
支
部

　

東
北
税
理
士
会
盛
岡
支
部
は
、

確
定
申
告
期
の
無
料
税
務
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
期
間
】　
１
月
28
日（
月
）
〜
３

月
８
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分　

※
土
、日
、祝
日
は
除
く

【
会
場
】　

県
税
理
士
会
館（
盛
岡

市
大
沢
川
原
３
‐
７
‐
３
）

【
予
約
申
込
】　

事
前
予
約
が
必
要

　

東
北
税
理
士
会
盛
岡
支
部

（
〒
０
２
０
‐
０
０
２
５　

盛
岡

市
大
沢
川
原
３
‐
７
‐
３
）　

０
１
９
‐
６
２
２
‐
５
１
６
０

新
し
い
出
会
い
を
求
め
て

■
縁
結
び
バ
ス
ツ
ア
ー

　

町
は
、結
婚
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て
縁
結
び
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。「
恋
人
の
聖
地
」と
し

て
有
名
な
石
神
の
丘
美
術
館
の
あ

る
岩
手
町
か
ら
新
た
な
ご
縁
を
結

ぶ
日
帰
り
の
旅
で
素
敵
な
出
会
い

を
探
し
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
】　

２
月
24
日（
日
）

【
参
加
条
件
】　

▽
男
性　

20
代
〜

40
代
の
人
で
岩
手
町
在
住
ま
た

は
、勤
務
の
人　

▽
女
性　

20
代

〜
40
代
の
人（
居
住
地
な
ど
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
募
集
人
員
】　

独
身
の
男
女
各
12

人（
最
少
催
行
人
数
12
人
）

【
旅
行
代
金
】　

▽
男
性　

３
千
円

▽
女
性　

１
５
０
０
円

【
発
着
場
所
】　

岩
手
町
役
場（
女

性
は
盛
岡
駅
周
辺
か
ら
送
迎
バ
ス

が
出
ま
す
）

【
主
な
内
容
】　

▽
レ
ス
ト
ラ
ン

「
石
神
の
丘
」で
自
己
紹
介　

▽
く

ず
ま
き
高
原
牧
場
コ
テ
ー
ジ
で
ラ

ン
チ
づ
く
り
と
交
流
タ
イ
ム
な
ど

【
受
付
締
切
】　

２
月
13
日（
水
）

【
申
込
方
法
と
連
絡
先
】　

▽
電
話

　

０
１
９
‐
６
５
８
‐
８
６
４
４

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

30
分
）　

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
９
‐

６
５
８
‐
８
２
６
２　

▽
ホ
ー
ム

て
残
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合

い
、災
害
へ
の
備
え
充
実
・
強
化

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、１
月
26
日

（
土
）は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、次
の

世
代
に
引
き
継
ま
し
ょ
う
。

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署　

62
‐
６
１
１
９

県
特
定
最
低
賃
金
が
改
正

■
岩
手
労
働
局

　

県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
、次
の
産
業
の
労
働
者

適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
鉄
鋼
業
、金
属
線
製
品
、そ
の
他

の
金
属
製
品
製
造
業　

８
２
９

円　

▽
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン

ズ
、時
計
・
同
部
分
品
製
造
業　

８
０
９
円　

▽
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
、電
気
機
械
器

具
、情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

７
９
６
円　

▽
百
貨
店
、総
合

ス
ー
パ
ー
８
０
０
円　

▽
自
動
車

小
売
業　

８
３
８
円　

▽
各
種
商

品
小
売
業
７
６
７
円

　

岩
手
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室　

０
１
９
‐
６
０
４
‐

３
０
０
８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
振
替

■
町
税
な
ど
の
口
座
振
替

　

今
ま
で
、専
用
用
紙
に
記
入
し

募
集
し
ま
す

いわてまちの地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

いわてまちの冬の宝物いわてまちの冬の宝物
～厳しい冬が織りなすアートな世界～

Vol.
013

「こびる」とは農作業の合間の休憩や軽食という意味。農業
が盛んな町の広報紙として、休憩時間に気軽に読んでもらえるよ
うな心温まるコーナーになってほしいという思いを込めてタイト
ルを「KOBIRU じかん」と名付けました。

今月は菅原が
担当します

まちの魅力を発信中 ! フォローお願いします！

　新年明けましておめでとうございます。昨年着任
したころは町中が紅葉に包まれていましたが、あれ
から季節は移ろい、今では冬らしい幻想的な景色が
広がっています。盛岡市出身の私は、冬の寒さへの
耐性があるだろうと思っていましたが、気温２～３
度の違いがこんなにも大きいなんて…とひんやり身
に染みる今日この頃です。
　しかし、厳しい冬ならではの発見もあります。特
に、朝の驚きは格別です。玄関から出た瞬間、目に
飛び込んでくる白だけの世界。崩すのがもったいな
いと思うほど、すっぽりと車を覆う分厚い雪。窓ガ
ラスにびっしりと咲く結晶の花。どれも素晴らしい

自然のアートです。しばらく熱帯の国や関東に住ん
でいた分、岩手町の冬景色はとても素敵な宝物とし
て私の目に映ります。
　さて、岩手町の冬の宝物といえばもう一つ。今年
も石神の丘美術館でのイルミネーションイベントが
２月に開催されます。私たち地域おこし協力隊によ
る企画も予定していますので、当日までどうぞお楽
しみに！
　2019 年も、町の皆さんにとって実り大きい１年
になりますように。今年もどうぞよろしくお願い致
します。

ガ
ラ
ス
に
張
り
付
い
た
雪
の
結
晶
。
冬
の
厳
し
い

寒
さ
の
中
で
自
然
界
が
作
り
出
し
た
ア
ー
ト
で
す
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■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市
　夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急
　病の子どもを受け入れます。夜間は午後5時から翌朝９時ま
　でです。※なお、土曜の午後１時（祝日の土曜は午前９時）か
　ら午後５時までは、もりおかこども病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日（曜） 時　間 行　事　 場　所

１（火） 8:00 ～ 2019年第45回町元旦健康マラソン大会
（7:40開会式、プラザあい内。8:00スタート）プラザあい周辺発着

４（金） 9:00 ～ 17:00 町小中学校・高校絵画コンクール作品展
（～ 27日）

石神の丘美術館

６（日） 9:30 ～ 12:00 町消防出初式 役場駐車場ほか

13（日）13:30 ～ 町成人式 プラザあい

16（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

17（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

18（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

19（土）13:00 ～ 15:30 いわてまち男女共同参画講演会 プラザあい

22（火）
12:20 ～
12:45 ～

　

9 カ月児健康診査（平成30年４月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成30年７月生まれ）
1 歳児健康診査（平成30年１月生まれ）
※健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

24（木）
9:30 ～ 12:30 離乳食教室（3～ 4カ月児の家族） 町保健センター

10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

27（日） 9:00 ～ 教育を高めて進む町づくり大会 森のアリーナ

29（火）13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課行政係 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

１（金）17:00 ～ 20:00
いわてまちイルミネーション 2019
「冬の花畑」
（14日まで。１日は 18：00から点灯式）

石神の丘美術館

２（土） 9:00 ～ 17:00 町書初めコンクール入選作品展（24日まで）
道の駅「石神の丘」
道路情報休憩施設

３（日）12:00 ～ 15:15 第 16回いわてまち公民館まつり プラザあい

４（月） 9:30 ～ 15:00 特設人権相談 町勤労青少年ホーム

13（水）12:30 ～

１歳６カ月児健康診査
（平成29年5月 15日～ 8月 13日生まれ） 町保健センター

３歳児健康診査
（平成27年6月 15日～ 7月 31日生まれ） 町保健センター

15（金） 9:30 ～ 12:30 妊婦教室１回目（平成31年４～７月出産予定） 町保健センター

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月１

２

町民カレンダー
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

子どもが急病のとき

一人で悩まず相談ください

  　　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　　【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

日 月 火 水 木 金 土
1/1
川久保

2
日赤

3
医大

4
中央

5
こども/医大

6
中央

7
医大

8
川久保

9
中央

10
医大

11
中央

12
こども/医大

13
中央

14
医大

15
川久保

16
中央

17
医大

18
中央

19
こども/医大

20
日赤

21
中央

22
中央

23
医大

24
中央

25
医大

26
こども/中央

27
医大

28
中央

29
医大

30
中央

31
医大

2/1
中央

2
こども/医大

3
中央

4
医大

5
川久保

6
中央

7
医大

8
中央

9
こども/医大

10
医大

11
中央

12
川久保

13
日赤

14
医大

15
中央

16
こども/医大

◆ 町税などの納付期限 ◆
町県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
後期高齢者医療保険料(第７期）

１月 31日㈭
口座振替日：１月 25日㈮

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（１月）
脳神経外科
※要予約 ８日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

4、7、11、
1 8、 2 1、
25、28 日

12:30 ～
14:30

小児科 11、25 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 8、22、29日13:00 ～15:30
整形外科 18 日 8:30 ～

11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

１月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

３（日）沼宮内地域診療センター
10（日）塚谷医院
11（月）岩手沼宮内クリニック

２月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
１（火）塚谷医院
２（水）さわやかクリニック
３（木）佐藤整形外科クリニック
６（日）沼宮内地域診療センター
13（日）岩手沼宮内クリニック
14（月）佐渡医院
20（日）佐々木医院
27（日）北上脳神経外科クリニック

医療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

日 お名前 保護者 行政区

29 　星野　紗
さ ら

咲 柊 平 下苗代沢１

１ 　丹内　凛
りん

翔 太 の 口

７ 　苅宿　大
た い が

雅 良 則 下愛宕下

16 　滝本　緋
ひ い ろ

彩 勇 樹 野 原

18 　村里　琥
こ は く

珀 寛 仁 下愛宕下

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

３ 佐藤　松治 （85） テルミ 舘

５ 上澤　正勝 （63） フジエ 日の神子

５ 早坂　悦子 （67） 静 雄 大 坊

５ 梅内　哲次 （91） タ ケ 下愛宕下

６ 鈴木　忠雄 （84） 功 横 田

８ 小細澤　寛一（82） 一 行 細 沢

８ 千葉　茂 （67） 忠 一 境 田

８ 中村　サキ （93） 広 美 細 沢

11 武田　一二 （87） 啓 子 上 鴫 沢

12 部田　太郎（96） 洋 一 柳 橋

13 千葉　タイ子（93） 長太郎 葉 木 田

16 坂本　リヨ （87） 広 美 前 ケ 沢

17 和田　勝弘 （71） 秋 美 野 原

20 小笠原　喜代志（90） 本 人 横 田

23 髙橋　ハルミ（82） 則 幸 高 梨

24 竹田　耕一郎（78） 紀 子 橋 場

25 三浦　末藏 （70） タ エ 芦 田 内

27 留場　キミエ（80） 喜 兵 細 沢

11月受け付け分

●生まれたお子さん●５人（６人）

●お婿さん、お嫁さん● １組（３組）

●亡くなられた人● 18 人（23 人）
▼11月

よろこびかなしみ

▼10月

日 お名前 世帯主 行政区

２ 　武田　敬充
　村上　真耶

惠 喜
本 人

駅 通
盛 岡 市

▼11月

▼11月

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

■男女共同参画センター相談室　☎ 019-606-1762

県男女共同参画センターでは、家族の悩み、職場の悩み、
交際相手や性別、性指向（ＬＧＢＴ）に関する悩みなど
の相談を受け付けています。
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代表：水上 三男（58）
　　　＝橋場＝

会員 : 10人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.62

　

川
口
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ン
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ー
ク
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、老
若
男
女

問
わ
ず
バ
ド
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ン
ト
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好
き
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人
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ま
っ
て
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す
る
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ー
ク
ル
で
す
。
現
在
の
会
員
は
10
人
ほ

ど
で
、川
口
地
区
を
中
心
に
、沼
宮
内
地
区
や
盛
岡

市
玉
山
、八
幡
平
市
な
ど
か
ら
参
加
す
る
人
も
い

て
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
幅
広
い
年
代
の
会
員

が
集
ま
り
、毎
週
金
曜
日
の
夜
に
川
口
社
会
体
育

館
で
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中
。
会
員
の
中
に
は
、盛
岡
市
で
開
か

れ
て
い
る
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る
メ
ン

バ
ー
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在
籍
す
る
な
ど
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力
者
ぞ
ろ
い
の
サ
ー

ク
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で
す
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週
に
１
度
の
練
習
で
は
、メ
ン
バ
ー
同
士
が
和

気
あ
い
あ
い
と
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で
バ
ド
ミ
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ト
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を
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互
い
に
そ
の
技
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を
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め
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い
ま
す
。
代

表
を
務
め
る
水
上
さ
ん
は「
若
い
世
代
か
ら
年
配

の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
、み
ん
な

で
楽
し
め
る
サ
ー
ク
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で
す
よ
。
新
し
く
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
く
れ
る
人
も
大
歓
迎
。
ぜ
ひ
一
緒
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
ま
し
ょ
う
」と
笑
顔
。
新
メ

ン
バ
ー
を
随
時
募
集
中
で
す
。

明
る
い
雰
囲
気
で

楽
し
く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho
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［
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成
31年

］
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月
１
日
発
行

No.715

H30.11.30現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,593人（△36）
　　　　女　6,882人（△14）
　　　　計 13,475人（△50）
【世帯】　　5,430世帯（ 2）
【出生】 6人　【死亡】 23人
【転入】 9人　【転出】 42人
【外国人住民】154人

 人口の動き

Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

明
る
い
雰
囲
気
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

会期：平成 31年１月４日（金）～ 27日（日）開館時間：午前９時～午後５時　休館日：１月７日（月）、15日（火）、21日（月）

  石神の丘美術館  62－1453

平成30年度　石神の丘美術館　岩手町　小中学校・高校絵画コンクール作品展

今年のコンクールは、テーマを「石神の丘美術館」または、「みんなに自慢したい！岩手町の風景」として
作品を募集しました。この展覧会では、応募作品340点すべてを展示します。【入場無料】

小学校低学年の部【最優秀賞】遠藤 泰青（沼宮内１）【優秀賞】工藤 優真（同２）、杣 郁斗（同）ほか佳作６人

小学校高学年の部【最優秀賞】南 愛華（沼宮内４）【優秀賞】 金沢 陽大（川口４）、大坊 遥空（沼宮内４）、武田椿（久保４）ほか佳作５人

中学校の部【最優秀賞】大巻 茉鈴（一方井３）【優秀賞】木戸口 耀（沼宮内２）、十和田 晃心（一方井３）、山下紗織（沼宮内３）ほか佳作５人

高等学校の部【最優秀賞】木下 楓（沼宮内３）【優秀賞】下平 爽（同１）ほか佳作６人

　

町
の
皆
さ
ん
、明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
が
町
も
輝
く
新
年
を
迎
え

い
よ
い
よ
平
成
も
残
り
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
新
時
代
が

や
っ
て
き
ま
す
が
、町
全
体

が
明
る
く
、楽
し
ん
で
、穏
や

か
に
過
ご
す
年
に
し
ま
し
ょ

う
。
お
正
月
の
休
み
は
家
で

ボ
ー
っ
と
。
仕
事
は
シ
ャ

キ
ッ
と
。
平
成
31
年
も
広
報

の
記
事
を
通
じ
て
町
の
皆
さ

ん
に
笑
顔
を
届
け
ま
す
。
跳

ね
る
よ
う
に
走
る
町
の
皆
さ

ん
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
で
、新

し
い
１
年
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

遠
藤
康
平


